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～ 謹賀新年度 ～ 
全国旅行支援事業 

４月以降も延長！ 

◆１泊以上する旅行商品や宿泊商品に対する割引 

 (全国旅行支援参画宿泊施設に限ります) 一部日帰り可 

◆「ワクチン・検査パッケージ」を活用 

◆ご旅行(宿泊)代金の２０％支援 

交通付き手配：上限￥５,０００、宿泊手配：上限￥３,０００ 

◆クーポン付与１泊あたり￥２,０００(土曜日￥１,０００) 

◆実施期間 ４/２９～５/７の出発を除きます 

❏ほとんどの都県 

４月１日～７月１日(土)チェックアウトまで 

❏北海道､山口県、高知県 

４月１日～７月１５日(土)チェックアウトまで 

❏福井県､大分県、沖縄県 

４月１日～７月２１日(金)チェックアウトまで 

❏岩手県､福島県、栃木県、奈良県、京都府、 

大阪府、和歌山県、香川県  中止、若しくは未定 
2023/03/31 現在の情報です。このキャンペーンは政府(観光庁)の

補助金を活用、各都道府県に配分した予算がなくなり次第順次、若

しくは弊社割当の予算が枯渇次第終了となります。又、宿泊施設の

参画中止や新型コロナウィルスの感染状況によりキャンペーンが

停止又は中止になる場合がございます。 

～ ギョウカイＮｅｗｓ２０２３！ ～ 

「東武鉄道」新生スペーシアエックス(Ｘ)で日光へ！ 
浅草(スカイツリー&北千住)と日光･鬼怒川エリアを結ぶ東武特急。 

日光金谷ホテル開業を機にリゾート避暑地として発展した日光に観光

客を運ぶために列車も進化。１９２９年に貴賓展望車が登場して以来

｢デラックスロマンスカー｣や｢スペーシア｣など時代ごとに最先端車両

が導入されて来ましたが、スカイツリー開業の平成時代を経て、令和

の時代になり、新たな日光観光のフラッグシップ特急を創るプロジェク

トがスタート。「日光へ行くならこれで！と思って頂けるように、これま

での伝統を継ぎながら、電車の内外に組子や籠目の伝統文化など江

戸や日光の文化要素を取り入れ、日光東照宮のような色彩豊かで

堂々とした車両をイメージ」と、車両のコンセプトづくり企画担当者のコ

メント。車両ごとに異なるデザインを施し、現代社会を象徴する｢多様

性｣についても表現。「今回は３号車に乗ったけど、次は２号車で」と思

えるような、乗るたびに新しい発見が出来る電車を目指しました。 

【コックピットラウンジ】１号車は４人･２人・１人掛けのソファ席やカフェ

カウンターが併設されたラウンジスペース。 【コックピットスイート】６

号車は｢走るスイートルーム｣がコンセプト。【コンパートメント】同じ６号

車に設置された定員４人の個室。コの字型にソファを配置して高めの

居住性を。【プレミアム】２号車は２＋１配列置。シートピッチは 120cm

と従来より広く､後部を気にせず倒せる｢バックシェル式｣電動リクライ

ニング。【ボックス】５号車に備わる２組限定の半個室。向かい合う２シ

ートをパテーションで仕切ってプライベート空間を。【スタンダード】３･

４･５号車､２+２=横４列配置。座席の背面テーブルの他、肘掛け脇の

小テーブル&コンセント。窓はシート１列に１つの小窓で居住性アップ。 

□今後ファクシミリ会報｢ダイナマイト FAX は不要 

□送信先･ご担当者様変更(下記ご記入の上返信下さい) 

貴社名  TEL 
 

ご担当者 

お役職 
 FAX 

 

 

通信欄(ご意見･ご要望･行きたいところなどお知らせ下さい) 

イェーイ新松戸！ 

京葉ツーリスト  年金事務所ならび 新松戸ビル２階 

１９９２年(平成４年)に新松戸駅近くで開業、その後何度かの

移転を経て、新松戸１丁目(中央総合病院近く)で営業をさせ

て頂き、お陰様で本日満３１周年を迎えることが出来ました。

地域･お客様･お取引先･観光地に育てて頂き､そして今まで

のスタッフの支えの賜物と感謝申し上げます。コロナ禍＆デ

ジタル化の波で、アナログに相談出来る旅行業者はどんどん

減少になり、実際に困ってのご相談が多くなっております。 

コロナ禍で空いた時間を有効活用して、更に培った経験値や

ネットワークを活かし皆様のご期待に沿えますよう精進して参

ります＆素晴らしい旅を提供させて頂きます！ 

 

新松戸唯一の旅行社  
２月は「(公社)ツーリズムおおいた」のお招きで大分県へ。 

別府や由布院は有名ですが、今回のテーマは｢文化観光ファム

トリップ～芸術と酒文化の旅｣。２０１５年開館の大分県立美術

館の｢iichiko design 展｣に始まり、その「いいちこ」の三和酒類本

社所在地｢宇佐市｣(全国初の清酒特区に認定)に開業した｢虚

空乃蔵｣では、麹や発酵の文化を体験出来る「米の蔵」＆｢麦の

蔵｣。そして焼酎～酒～ビールと来れば次は霧深い盆地｢あじ

む｣にある「安心院葡萄酒工房」で芳醇なワインを醸すワイナリ

ーの視察へ。文化面では全国八幡社(４万社)の総本宮「宇佐

神宮」へ。国東半島から宇佐地域は「神仏習合発祥の地」。京

都や奈良とは違った歴史館を感じる「大分県立歴史博物館」も

宇佐風土記の丘にあります。(*^^*) 

いりさんの出張レポート ～ おんせん県 ♨ ～ 


